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（１） 調査の目的 

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

〇 そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  ※Ｈ19 年度調査開始。H22・24 年度は抽出調査、他年度は悉皆調査。 

（震災により、Ｈ23 年度は未実施、H28 年度は一部未実施。） 
 
（２） 調査の実施日  平成３１年４月１８日（木） 
 
（３） 岡山県の実施人数 
 

  小学校【対象：第６学年】 中学校【対象：第３学年】 

県受検者数 １６,２７９人 （３８１校） １５,１３５人 （１５７校） 

全国受検者数 １,０２８,２０３人 （１９,２６３校） ９３８,８８８人 （９,５１３校） 

※ 数値は、調査日に実施した公立学校の児童生徒数。括弧内の数値は、実施公立学校数。 
 
 

 

※ 順位は、公表された整数値に基づいて本県独自に算出。 
 

年度 
国語 算数 国算計 

正答率 順位 正答率 順位 順位 

H31 
岡山県 ６４.０ 

２３ 
６５.０ 

３３ ２９ 
全 国 ６３.８ ６６.６ 

 

（参考）昨年度までの結果 

年度 
国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国算計 

正答率 順位 正答率 順位 正答率 順位 正答率 順位 順位 

H30 
岡山県 71.0 

18 
54.0 

27 
62.0 

33 
50.0 

31 31 
全 国 70.7 54.7 63.5 51.5 

H29 
岡山県 75.0 

21 
58.0 

15 
79.0 

19 
46.0 

12 19 
全 国 74.8 57.5 78.6 45.9 

H28 
岡山県 72.6 

27 
57.5 

29 
77.2 

27 
47.3 

15 25 
全 国 72.9 57.8 77.6 47.2 

H27 
岡山県 69.2 

34 
64.5 

31 
75.2 

21 
44.8 

23 28 
全 国 70.0 65.4 75.2 45.0 

  

【中学校 平均正答率〔％〕】 

年度 
国語 数学 英語 国数計 

正答率 順位 正答率 順位 正答率 順位 順位 

H31 
岡山県 ７３.０ 

１７ 
６０.０ 

１５ 
５４.０ 

３２ １９ 
全 国 ７２.８ ５９.８ ５６．０ 

 
※ 英語の「話すこと」調査は参考値のため、正答率には含まれていない。   

（参考）昨年度までの結果 

年度 
国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 国数計 

正答率 順位 正答率 順位 正答率 順位 正答率 順位 順位 

H30 
岡山県 76.0 

20 
59.0 

39 
65.0 

28 
44.0 

41 40 
全 国 76.1 61.2 66.1 46.9 

H29 
岡山県 77.0 

27 
71.0 

34 
64.0 

23 
47.0 

29 34 
全 国 77.4 72.2 64.6 48.1 

H28 
岡山県 74.7 

37 
63.8 

42 
60.3 

36 
41.4 

40 41 
全 国 75.6 66.5 62.2 44.1 

H27 
岡山県 74.8 

38 
63.5 

43 
62.9 

39 
38.3 

43 41 
全 国 75.8 65.8 64.4 41.6 

 

 

 

 

「平成３１年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査結果」の概要 

２ 学力調査の結果 

１ 全国学力・学習状況調査の実施状況 

今年度から、Ａ、Ｂ問題の区別をなくし、知識と活用を一体的に問う問題に変更された。 

〇小学校の国語では、全国平均と同程度であったが、算数では、全国平均を下回った。 

〇中学校では、国語、数学において全国平均と同程度であった。また、英語は全国平均を下回った。 

【小学校 平均正答率〔％〕】 
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○ 児童生徒質問紙は、児童生徒一人一人が回答し、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に 

関する質問紙調査である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）過去３年間の状況（矢印は前年度の数値と比べた増減を表している。） 

 小６                       中３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況調査結果における肯定的回答の割合 〔単位：％〕※ H28 については、同一集団の小６時の値。 

 

３ 学習状況調査の結果 

【質問項目】 

１ 自分で計画を立てて勉強をしていますか。（学習計画） 

２ 学校の授業時間以外に、平日１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。（学習 1 時間以上） 

３ 国語の授業の内容はよく分かりますか。（授業の理解度） 

４ 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。（授業の理解度） 
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H28 H31 H28 H31 H28 H31 H28 H31

学習計画 学習１時間

以上

授業の理解度

（国語）

授業の理解度

（算・数）

中３ 岡山県 全国中３ 

年度 学習計画
学習１時
間以上

理解度
（国語）

理解度
（算数）

H29 67.1 71.0 81.3 80.8

H30 70.1 ↑ 72.7 ↑ － 82.5 ↑

H31 73.3 ↑ 72.1 ↓ 83.7 ↑ 82.0 ↓

年度 学習計画
学習１時
間以上

理解度
（国語）

理解度
（数学）

H29 50.0 59.2 73.2 66.4

H30 50.9 ↑ 60.4 ↑ － 67.6 ↑

H31 49.0 ↓ 64.6 ↑ 75.7 ↑ 72.0 ↑

〇小学校においては、学習計画、学習１時間以上の項目で全国平均を上回っており、望ましい学習習慣

が形成されている。一方で、授業の理解度については、国語、算数ともに全国平均を下回っているこ

とから、児童にとって「分かる」「できる」授業づくりに向けての取組をさらに進める必要がある。 

 

〇中学校においては、４項目全てで全国平均を下回っている。一方で、同一集団の比較ではないが、  

３年間の推移を見ると、学習１時間以上や授業の理解度の項目において、肯定的回答の割合が増えて

いることから、中学校における授業改善や学習習慣の定着に向けた取組が着実に進んでいると言える。 
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■ 小学校国語 

【全国平均を上回っている設問】          【全国平均を下回っている設問】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■ 小学校算数 

【全国平均と同程度の設問】            【全国平均を下回っている設問】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

３三 

【インタビューの様子】の 

に、畳職人の仕事へ

の思いや考えに着目して心

に残ったことを書く 

67.4 68.2 -0.8 

２一

（２） 

食べ物の保存についてまと

めている【ノートの一部】

の イ に、疑問に思っ

たことの②に対する答えに

なるように考えて書く 

75.3 75.9 -0.6 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

１四 

(１) 

ア 

公衆電話について調べた

ことを【報告する文章】

の中の      部アを、漢

字を使って書き直す 

（調査のたいしょう） 

47.4 41.9 5.5 

１一 

公衆電話について調べたこ

とを【報告する文章】で〈資

料２〉と〈資料３〉をそれぞ

れどのような目的で用いて

いるか、適切なものを選択

する 

72.8 71.2 1.6 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

２

（４） 

洗顔と歯みがきで使う水の

量を求めるために、６＋

０.５×２を計算する 

57.1 60.1 -3.0 

２

（３） 

二つの棒グラフから、一人

当たりの水の使用量につい

てわかることを選び、選ん

だわけを書く 

49.6 52.1 -2.5 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

２

（１） 

１９８０年から２０１０年

までの、１０年ごとの市全

体の水の使用量について、

棒グラフからわかることを

選ぶ 

95.1 95.2 -0.1 

１

（１） 

長方形を直線で切ってでき

た図形の中から、台形を選

ぶ 

92.9 93.1 -0.2 

４ 設問から見える成果と課題 

・漢字を文の中で正しく使う設問や、文章の中に図表やグラフを用いた目的を捉える設問は、全国平均

を上回った。 
 
・相手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる設問や、目的に応じて、文章の内容を的確に

押さえ、条件に沿って自分の考えを書く設問で全国平均を下回った。 

イ 

・図形の性質や構成要素に着目して台形を弁別する設問や、目的に応じて、棒グラフから資料の特徴

や傾向を読み取る設問は全国平均と同程度であった。 
 
・加法と乗法の混合した整数と小数の計算について、計算の順序の決まりを理解して計算する設問や

２つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて、1 人当たりの水の使用量

の増減を判断し、判断の理由を記述する設問で全国平均を下回った。 
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■中学校国語 

【全国平均を上回っている設問】          【全国平均を下回っている設問】 

 
 

 

 

 

 

 

 

■中学校数学 

【全国平均を上回っている設問】          【全国平均を下回っている設問】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■中学校英語 

【全国平均を上回っている設問】          【全国平均を下回っている設問】 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

９(１) 

① 

文中の空所に入れる接続詞

として、最も適切なものを

選択する 

81.2 79.9 1.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

 

１四 

 

「声の広場」への投稿を封

筒で郵送するために、投稿

先の名前と住所を書く 

58.2 56.8 1.4 

２一 

話合いでの発言の役割につ

いて説明したものとして適

切なものを選択する 

81.7 80.4 1.3 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

１二 

「海外に広がる弁当の魅

力」で述べられている、弁

当の魅力として適切なもの

を選択する 

60.4 61.5 -1.1 

２三 

話合いの流れを踏まえ「ど

うするか決まっていないこ

と」について自分の考えを

書く 

59.4 60.4 -1.0 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

１ 

a と b が正の整数のとき､

四則計算の結果が正の整

数になるとは限らないも

のを選ぶ 

65.6 62.2 3.4 

４ 反比例の表から式を求める 52.9 48.9 4.0 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

8(2) 

「１日に２６分ぐらい読書

をしている生徒が多い」と

いう考えが適切でない理由

を、ヒストグラムの特徴を

基に説明する 

39.3 40.8 -1.5 

９(2) 

連続する５つの奇数の和が

中央の奇数の５倍になるこ

との説明を完成する 

57.9 59.7 -1.8 

設問 

番号 
設問の概要 

正答率〔％〕 

県 全国 差 

７ 

チンパンジーに関する説明

文とその前後にある対話を

読んで、書き手が最も伝え

たい内容を選択する 

30.3 32.8 -2.5 

９(３) 

② 

与えられた情報に基づい

て、ある女性を説明する英

文を書く 

26.8 32.9 -6.1 

・封筒の書き方を理解して書く設問や、話合いの話題や方向を捉える設問では、全国平均を上回った。 
 
・文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える設問や、話合いの話題や方向を捉えて自分の考え

を書く設問では、全国平均を下回った。 

・文の中で適切に接続詞（if）を用いることができるかどうかをみる設問では、全国平均を上回った。 
 
・まとまりのある文章を読んで説明文の大切な部分を理解する設問や、一般動詞の３人称単数現在時

制の英文（肯定文）を書く設問では、全国平均を下回った。 

・四則計算の結果の特徴を捉え、数の集合と四則計算の可能性について理解することができるかどうか

をみる設問で、全国平均を上回った。 
 
・反比例の表から式を求めることができるかどうかをみる設問で、全国平均を上回った。 
 
・判断の理由を数学的な表現を用いて説明したり、事柄が成り立つ理由を文字を用いた式で説明したり

することができるかどうかをみる設問で、全国平均を下回った。 
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【取組の検証・点検】 

・結果を分析するとともに、これまでの取組の検証を行い、２学期以降の取組を焦点化する。 

 

【学力定着状況を踏まえた授業改善の推進】 

・学習指導のスタンダード増補版に基づき、授業改善を一歩先へ進めるべく、内容の周知に努めるとと

もに、国の学力調査官を招聘した授業公開を含む研修講座への積極的な参加を促すなど、授業の質的

向上に向けた取組を進める。 

・県全体や市町村で課題が見られた設問に関する指導資料等を作成・配付し、各学校の実態に応じた  

課題解決を進めるべく、学力向上プロジェクトチームが中心となり、市町村教育委員会と協同しながら

各学校への指導・支援の充実を図る。 

・個に応じたプリントを作成できる Web 評価支援システムの積極的な活用を促すとともに、放課後  

学習サポート事業により、各学校が放課後等に実施する補充的な学習指導を支援する。 

 

【望ましい学習習慣確立の支援】 

・各課連携により、メディアの適切な利用について児童生徒に考えさせるとともに、保護者への周知を

進める。 

・中学校における家庭学習習慣の更なる定着を促すため、家庭学習のスタンダード増補版に基づき、 

授業と家庭学習（宿題）の連動を図り、生徒の意欲を高める指導となるようサイクル（Ｃ）とフィード

バック（Ｆ）の取組の実践を支援する。 

 

 

 

次のような取組を、市町村教委と連携しながら進めることで、各学校における学力向上に向けた取組

の改善を進めていく。 

 

【取組の検証】 

・２学期以降の取組の改善プラン作成に当たり、学力向上担当者が中心となり、自校の結果分析及び 

これまでの取組の検証、改善の方向性の確認を全校で行う。 

 

【授業改善の更なる推進】 

・校長が授業を参観し、教員に適切にフィードバックするとともに、県教委作成の教材や Web 評価支援

システムを効果的に活用し、課題が見られた設問の改善状況や学習の定着を把握することに努める。 

・県教委作成の指導資料等を活用するなど、児童生徒が主役となる授業づくりや、習得した知識・技能

を活用する授業改善に取り組む。 

・作成した改善プランを基に、実施学年で成果が見えた内容について、他学年においても継続した指導

に丁寧に取り組む。 

 

【望ましい学習習慣の形成】 

・家庭学習のスタンダード増補版により、全教職員で定着につながる家庭学習についての「共通理解」

と「取組の共有」を図り、定着度を意識したフィードバック（添削やコメントの付記）を行う。また、

授業とつながる家庭学習の課題を出すとともに、短いサイクルで定着度を把握する点検サイクルの

確立を推進する。 

・中下位層の課題解消に向け、家庭学習（宿題＋自主学習）の添削や放課後等を活用した補充学習の 

充実、個に応じた課題の提供など、児童生徒の学習意欲を高めるとともに、つまずき解消に向けた取

組の工夫を図る。 

・小学校で身に付けた学習習慣を中学校に継承するため、小中連携の場においても家庭学習における

学習時間の目安、課題の質と量、適切な点検と評価、方法等についても協議をする。 

５ 今後の取組 

各学校の取組 

県教委の取組 
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国語 算数 国語 数学 英語

64 67 73 60 56

64 65 73 60 54

1 岡山市教育委員会 65 66 72 60 54

2 倉敷市教育委員会 65 65 71 58 53

3 津山市教育委員会 62 62 69 57 51

4 玉野市教育委員会 61 62 73 59 56

5 笠岡市教育委員会 66 65 73 59 54

6 井原市教育委員会 65 66 73 58 52

7 総社市教育委員会 64 65 75 63 53

8 高梁市教育委員会 67 63 71 60 53

9 新見市教育委員会 62 64 74 59 56

10 備前市教育委員会 63 64 75 62 57

11 瀬戸内市教育委員会 67 66 76 62 55

12 赤磐市教育委員会 63 64 72 58 53

13 真庭市教育委員会 62 64 72 58 50

14 美作市教育委員会 58 58 69 57 51

15 浅口市教育委員会 65 66 71 62 57

16 和気町教育委員会 64 68 77 63 55

17 早島町教育委員会

18 里庄町教育委員会 68 67

19 矢掛町教育委員会 68 67

20 新庄村教育委員会

21 鏡野町教育委員会 62 65

22 勝央町教育委員会 54 56

23 奈義町教育委員会

24 西粟倉村教育委員会

25 久米南町教育委員会 62 63

26 美咲町教育委員会 65 67 75 60 52

27 吉備中央町教育委員会 63 61

28 笠岡市・矢掛町中学校組合

29 県立学校 93 89 83

※

※

※

岡山県（公立）

斜線の町村は、該当の学校が１校のため、公表の対象としない。

県立特別支援学校（小学部）は、受検者が少数であるため、公表の対象としない。

県立学校には、県立特別支援学校（中学部）、県立中学校・中等教育学校が含まれる。

【参考】市町村別の状況
※　学力調査の結果　平均正答率（教科別）

名称
小学校６年生 中学校３年生

全国（公立）
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